
 

 

「光の道」構想に関する意見 

 

意見提出元 個人 

 

意見項目 意見内容 

１．超高速ブロードバンド

基盤の未整備エリア（約

１０％の世帯）における

基盤整備の在り方につ

いてどのように考える

か。 

・現場でお客様と日々対応させて頂いているなかでは、光化する

ことが必要と感じられているお客様は多くない。むしろ光化で何

が出来るのかという疑問を持つお客様が多い。また高齢化が進

みこれからどんどん人口が減少していく地域に高額な光を敷設し

ても利用者がいなくなっては無用の長物となるのではないか。 

光を望まれないお客様にまで光を押しつけることはよくないし、

後から国民に高額な負担を押し付ける事にもなりかねない。「お

客様は本当に光を求められているのか」「光ならではの利用方法

は何か」等、お客様の混乱を招かないよう時間をかけて議論を進

める事が重要ではないか。 

 

２．超高速ブロードバンド

の利用率（約３０％）を向

上させるためには、低廉

な料金で利用可能となる

ように、事業者間の公正

競争を一層活性化する

ことが適当と考えられる

が、ＮＴＴの組織形態の

在り方も含め、この点に

ついてどのように考える

か。 

 

ＢＢの利用率向上のためには、低廉な料金でサービス提供す

ることが重要だが、「光の道構想」は独占的な光アクセス網敷設

会社の設立を前提としており、事業者間の競争がなくなることに

よる、整備・維持管理コストの増大や、事業者の投資インセンティ

ブの低下を招く恐れがあると考えられることから、光アクセス網

敷設会社設立は時代の要請に逆行しており、利用率向上の阻害

要因になるのではないか。 
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